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木質系建築廃材炭化物を利用した建材等の開発
平成１３年度～１５年度（県単）

並木 勝義・秦 広志

木材は環境に優しい再生資源として期待されているが、使用後の建築廃材の再利用技術が少ないた

め、産業廃棄物として社会問題値なっている。また、リサイクル製品の需要量も少ないため、新たな

用途開発・製品開発が重要な課題となっている。このため木質建築廃材等を炭化して再資源化し、リ

サイクル利用するための新技術・新製品の開発研究を行い、木炭ボード、フローリングブロック等の

炭化物資材を開発試作し、諸性能を調べるための試験を実施した。

１．廃材チップの状況

炭化原料となる廃材チップの混合物の状況を、県内で生産される分別解体材チップと、ミンチ解体

材チップについて調査を行った（写真－１．２ 。前者についてはスギ・ヒノキ・マツの３種類（外）

材含む）であったが、後者については発泡スチロール、ビニール、ファイバーボード、パーティクル

ボード、合板、塗装合板、樹皮、金属片、針葉樹、広葉樹等１０種類程度の物が認められた。

２．廃材チップの炭化

分別解体材チップとミンチ解体材チップ２種類を企業の協力を得て炭化した。炭化品の性状等を表

－１に示す。

表－１ 炭化品の性状

混合物の多いミンチ解体チップ炭化物について、ダイオキシン類濃度を調査した。ダイオキシン類

0.015ng/g-dry 0.00085ng/g-dryの濃度は、ポリ塩化ジベンゾパラジオキシン ポリ塩化ジベンゾフラン

コプラナー 毒性等量値は、 と極微量であり、問題がPCBs 0.0051ng/g-dry 0.00000032ng-TEQ/g-dry

ないことが確認された。

３．試作資材の性能調査

基材となる木炭ボードと、建材候補としてのヒノキ板複合フローリングブロックを試作して諸性能

を調査した。

分別解体材チップ ミンチ解体材チップ

炭化温度（最大） ５８１ ５６７

収率（重量比） １７．２％ ２２．４％

ｐＨ（木材時） ８．１０ ７．８０

ｐＨ（炭化時） １０．７２ １０．１５

嵩 密 度 ０．０９ ０．１２

色 調 黒 色 黒 色

臭 い 無 し 無 し

水浸吸水性 有 り 有 り
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表－３ 曲げ強度

＊値は複数試験体の平均値

③サンシャインウエザーメーター（ＳＷＮ）試験を、６０分照射中１２分噴霧のサイクルプログラム

で５００ｈ、１０００ｈ、２０００ｈ実施した。曲げ強度は初期強度に対して、若干低下したものも

認められたが、大きな低下は認められず同程度の強度を保持することが確認された（表－４ 。変色）

については紫外線による表面の黄変が認められた。

表－４ 曲げ強度

＊値は複数試験体の平均値

、 。④キセノンウエザオメーター試験を③と同様のサイクルプログラムで５００ｈ １０００ｈ実施した

曲げ強度は初期強度に対して、低下は認められず同程度の強度を保持することが確認された。変色に

ついては紫外線による表面の黄変が認められた。

表－５ 曲げ強度

＊値は複数試験体の平均値

⑤屋外暴露試験を奈良県、和歌山県、三重県が協力し、各研究機関の屋上で実施中である。
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初期値   10.53   631.6   549.7      7.4    0.74 

７サイクル   10.30   616.4   588.2      8.4    0.56

１４サイクル   10.45   626.9   620.9      8.4    0.70

２８サイクル   10.43   622.6   641.6     10.3    0.84
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初期値   10.53   631.6   549.7      7.4    0.74 

５００ｈ   10.44   628.1  計測不良      －    －

１０００ｈ   10.21   614.9   629.8      9.1    0.58

２０００ｈ   10.21   612.5   666.7      9.6    0.72
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初期値   10.53   631.6   549.7      7.4    0.74 

５００ｈ   10.02   597.7   483.2      7.3    0.87

１０００ｈ   10.21   609.3   561.4      9.1    0.58
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木炭ボードの熱抵抗及び熱伝導率試験を「 Ａ 熱絶縁材の熱抵抗及び熱伝導率のJIS 1412-1-1999

測定方法－第１部：保護熱板法（ＧＨＰ法 」により実施した。熱抵抗値は平均 ･ 、熱伝導） 0.20m K/W2

率は平均 ( ･ )であり木材と同程度の断熱性能であった。0.112W/ m K

ヒノキ板複合フローリングブロックの断熱性能試験を「 Ａ 建築用構成材の断熱性JIS 1420-1999

測定方法－校正熱箱法及び保護熱箱法 小さな電熱面積をもつ校正熱箱法」により実施した。熱抵抗

値は平均 ･ であり、複合材を一体としたものとして熱伝導率を換算すると、熱伝導率は0.30m K/W2

( ･ )で、木炭ボード及び木材と同程度であり、発泡樹脂板（断熱材）のような断熱性能は0.121W/ m K

有しないことが確認された。

表－６ 材料の熱伝導率

写真－１ 分別解体材チップ 写真－２ ミンチ解体材チップ

備考材 料 密 度 熱伝導率

（ｋｇ／ｍ ） 〔W/(m･K)〕３

木材１類 ３５０－４５０ 0.116

(ｽｷﾞ､ﾋﾉｷ､ｴｿﾞﾏﾂ､ﾄﾄﾞﾏﾂ)

木材２類 ４５０－６３０ 0.151

（マツ、ラワン類）

せっこうボード ７００－８００ 0.220

コンクリート ２２７０－２３１０ 1.6-1.9

普通れんが １７００以下 0.61

畳 床 0.110

アルミニウム合金 ２７００ 203

鋼 ７８３０ 53.4

銅 ８３００ 371

断熱材グラスウール １０Ｋ１０±１ 0.052

断熱材ロックウール断熱材 ３０－５０ 0.029

断熱材ポリスチレンホーム １号３０以上 0.036

断熱材硬質ウレタンホーム ４５以上 0.024

（保温板１種１号）


